
活動指標・成果目標の設定について 

 

 地域福祉計画は、高齢者、障害者、児童の各計画の上位計画であり、その理念、方向性を示す性格が強い計画であることから、目標設定が難しく、第二期地域福祉計画において、目標設定は行

っていませんでした。 

本計画では、事業の取り組みに対する活動指標(アウトプット)と、事業に取り組んだことに対する成果目標(アウトカム)という２つの側面から目標を設定します。 

 

３つの重点テーマ(大項目)ごとに、各事業を実施したことに対する成果を表す目標を設定します。 

中間年度の平成３２年度、及び次期計画策定の前年度にあたる平成３４年度に市民アンケート等を実施し、目標数値との達成度を把握します。 

また重点テーマの実現に向けた１６の取組み(小項目)ごとに、進捗状況を把握するための活動指標を設定し、毎年の取組み状況等を把握し、社会福祉審議会地域福祉専門分科会に報告し、意見・

評価を反映させながら、計画の推進につなげていきます。 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆大項目 

1.しくみの充実 

多様化する福祉課題に対す

る包括的な支援体制の推進 

 

2. 地域福祉活動・人材育成 

地域で福祉課題に取り組む

人材の確保 

 

3. 福祉サービスの充実 

社会的弱者の社会的・経済

的な自立と生活の向上 

の向上 

 

 

◆小項目 

1.多様化する福祉課題に対する包括的な支援体制の推進 

 ①地域を基盤とする包括的支援の強化  

 ②社会福祉協議会の体制強化 

 ③福祉に携わる市職員の専門性の向上 

 ④情報提供の充実 

2.地域で福祉課題に取り組む人材の確保 

 ⑤民生委員児童委員の活動支援 

 ⑥地域で支えあう意識づくり 

 ⑦地域で取組むきっかけづくり 

 ⑧地域における福祉活動の支援（地域住民の活動支援） 

 ⑨虐待・孤立化の予防や早期発見・早期対応 

 ⑩防災・防犯活動の推進 

 ⑪地域資源の発掘と連携 

3.社会的弱者の社会的・経済的な自立と生活の向上 

 ⑫高齢者福祉・障害者福祉・児童福祉の各計画との連携 

 ⑬生活困窮者への支援（生活困窮者自立支援法） 

 ⑭権利擁護の推進（成年後見制度利用促進法） 

 ⑮福祉施設・事業所の評価と指導・監査 

⑯ユニバーサルデザインに基づくまちづくりの推進 

向上 

 

 

１～３の重点テーマ(大項

目)の実現にむけ、①～⑯の

取組み(小項目)を設定。 

小項目の取組み事業の中

から、量的な数値が明確に

把握できる事業に対し活

動指標を設定し、取組み事

業の進捗を把握。 

 

なお各対象者別の事業に

ついては、それぞれの計画

において評価を行うため、

地域福祉計画においては

活動指標を設定しない。 

 

①～⑯の取組み(小項目)を

行ったことによる、１～３

の重点テーマ(大項目)に対

する成果を、市民アンケー

ト等の意識調査により把

握。 

 

事業の実施に対する 

活動指標(アウトプット) 

市民 

事業を実施した後の 

大項目に対する成果目標 

(アウトカム) 


